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揖
斐
川
町
消
防
出
初
め
式

揖
斐
川
町
消
防
出
初
め
式

　

平
成
十
八
年　

揖
斐
川
町
消
防
出
初
め
式

が
、
一
月
八
日
（
日
）
に
揖
斐
川
健
康
広
場

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
後
初
の
出
初
め
式
で
、
揖
斐
川
町
揖

斐
川
消
防
団
、
谷
汲
消
防
団
、
春
日
消
防
団
、

久
瀬
消
防
団
、
藤
橋
消
防
団
、
坂
内
消
防
団

が
一
堂
に
会
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
積
雪
の
た
め
分
列
行
進
、
観
閲
、

階
梯
操
法
（
は
し
ご
乗
り
）、
腕
用
操
法
な

ど
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
厳
正
な
式

典
に
よ
っ
て
防
火
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
式
典
に
お
い
て
、
功
労
者
に
対
し

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）
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鳥
井
孝
次

駒
月
光
明

清
水
勝
正

山
口
勝
彦

平
野
克
彦

増
田
正
則

増
元
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治

日
下
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克
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友
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正
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高
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要

日
下
部
幸
弘

谷
口
則
夫

山
口
義
文

高
橋
久
信

土
屋
一
夫

野
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徹

竹
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幸
弘

今
枝
文
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瀬
）

（
藤
橋
）

（
坂
内
）

（
坂
内
）

（
久
瀬
）

（
久
瀬
）

（
春
日
）

（
久
瀬
）

（
坂
内
）

副
分
団
長

副
分
団
長

部
長

班
長

班
長

団
員

団
員

分
団
長

部
長

班
長

団
員

団
員

団
員

分
団
長

分
団
長

分
団
長

副
分
団
長

団
員

副
分
団
長

団
員

副
分
団
長

副
分
団
長

河
合
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幸

谷
口
春
生

杉
坂
好
洋

岩
崎
清
実

中
井
正
文

白
川
勇
一

中
川
正
志

林　

浩

杉
山
安
彦

河
村
真
澄

仲
井
幸
雄

高
橋
達
也

五
十
川
健
二

高
橋
秀
明

川
村　

寛

竹
中
幸
弘

谷
口
春
生

増
田
正
則

土
屋
宏
二

坂
下
久
幸
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重
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矢
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正
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川
口
陸
士

か
ず
子

友
美

智
美

の
り
子

啓
子

マ
リ

山
本
俊
樹

高
橋　

要

橘　

博
幸

安
藤
岸
行 （
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（
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副
隊
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分
隊
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隊
員

古
野
孝
美

山
本
幸
弘

高
橋
富
士
夫

高
橋
秀
行

竹
内　

勉

竹
中
幸
弘

谷
口
春
生

山
口
嘉
康

白
川
晴
久

中
井
正
文

竹
内　

孝

増
田
正
則

高
橋
祐
一

清
水
信
子

新
川
た
へ
子

田
中
芳
江 （
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）
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瀬
）

（
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班
長

分
団
長

部
長

班
長

班
長

団
員

団
員

副
隊
長

安
藤
善
澄

鳥
井
孝
次

杉
坂
好
洋

矢
野
正
勝

田
中
設
夫

白
川
勇
一

日
下
部
良
克

山
口
ひ
で
子 （

久
瀬
）

（
久
瀬
）

（
坂
内
）

（
久
瀬
）

（
坂
内
）

（
春
日
）

（
久
瀬
）

（
坂
内
）

◆
揖
斐
郡
消
防
協
会
長
表
彰

◇
無
火
災
表
彰　
三
年　
　

久
瀬
消
防
団

◇
無
火
災
表
彰　
一
年　
　

谷
汲
消
防
団　

坂
内
消
防
団

◇
功
労
章　
十
三
名

◇
功
績
章　
四
十
六
名

◇
勤
労
章　
十
八
名

◆
岐
阜
県
知
事
表
彰

◇
永
年
勤
続
功
労
章

◇
勤
続
功
労
章

◇
功
労
章

◇
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞

◆
西
濃
地
域
振
興
局
長
表
彰

◆
岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰

◇
勤
労
章
（
二
十
年
）

◇
勤
労
章
（
十
五
年
）

◇
功
績
章

◆
岐
阜
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
運
営
協
議
会
表
彰

◇
優
良
章

◇
感
謝
状

岐阜県知事表彰（永年勤続功労章）を受ける牛嶋副団長
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団
員

団
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古
野
美
幸

河
合
孝
幸

神
原
富
士
一

中
島　

寿

藤
原　

弘

中
田　

朗

金
森
進
一 （

谷
汲
）

（
揖
斐
川
）

（
谷
汲
）

（
久
瀬
）

（
春
日
）

（
久
瀬
）

（
藤
橋
）

◆
町
長
表
彰

◇
町
長
特
別
功
労
章

◇
功
労
章
（
消
防
団
）　
六
十
一
名

◇
功
労
章
（
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
）　
十
一
名

◇
町
長
感
謝
状　

　

大
和
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

谷
汲
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

◇
団
長
表
彰　
七
十
一
名

◇
隊
長
表
彰　
十
名

※
揖
斐
郡
消
防
協
会
長
表
彰
、町
長
表
彰（
功
労
章
）、

団
長
表
彰
、
隊
長
表
彰
は
紙
面
の
都
合
上
、
受
章
者

の
紹
介
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

一
月
九
日
（
祝
）、
平
成
十
八
年
揖
斐
川

町
成
人
式
が
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
揖
斐
川
町
内
で
三
三
〇
人

（
男
性
一
六
二
人
、女
性
一
六
八
人
）
の
方
々

が
成
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
ま
し
た
。
式
典

で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
岡
部
真
有
さ

ん
が
新
成
人
と
し
て
の
誓
い
、
吉
野
友
喜
さ

ん
が
将
来
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
揖
斐
川

町
出
身
の
三
味
線
奏
者
の
矢
吹
和
之
さ
ん
、

高
橋
裕
幸
さ
ん
に
よ
る
、
先
輩
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
三
味
線
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
新
成

人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

町長特別功労章を受けた皆さん

矢吹和之さん、高橋裕幸さんによる三味線の演奏

成人代表のことばを述べる吉野さん 誓いのことばを述べる岡部さん



IBIGAWA 2006 FEBRUARY 4

　

平
成
十
七
年
に
叙
勲
を
受
章
さ
れ
た
方
々

の
叙
勲
祝
賀
会
が
、
十
二
月
二
十
日
（
火
）

に
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
祝
賀
会
で
は
、
発
起
人
を
代
表

し
て
宗
宮
町
長
が
受
章
者
の
功
績
を
紹
介
し
、

花
束
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
列
者
が
そ
の

功
績
を
称
え
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
ご
健
勝
で
ま
す
ま
す
ご
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
に
叙
勲
を
受
章
さ
れ
、
会
に

出
席
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

【
旭
日
双
光
章
】

　

川
村
金
六
さ
ん
（
春
日
川
合
・
地
方
自
治
功
労
）

【
瑞
宝
双
光
章
】

　

粟
野　

傳
さ
ん
（
上
東
野
・
教
育
功
労
）

　

伊
藤
貞
男
さ
ん
（
下
岡
島
・
警
察
功
労
）

【
瑞
宝
単
光
章
】

　

山
本
準
逸
さ
ん
（
谷
汲
長
瀬
・
警
察
功
労
）

　

中
根
昭
三
さ
ん
（
三
輪
・
警
察
功
労
）

　

増
元
一
昭
さ
ん
（
東
津
汲
・
消
防
功
労
）

　

増
田
茂
美
さ
ん
（
三
倉
・
地
方
自
治
功
労
）

　

清
水
地
区
の
国
道
三
〇
三
号
交
差
点
（
喫

茶
ウ
イ
ン
ク
東
、
野
原
医
院
北
）
に
二
機
の

信
号
機
が
設
置
さ
れ
、
十
二
月
十
六
日
（
金
）

に
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
町
長
、
県
議
会
議
員
、
揖
斐
警

察
署
長
、
町
議
会
議
員
、
地
元
行
政
推
進
員
、

交
通
安
全
協
会
清
水
支
部
長
ら
が
出
席
さ
れ
、

信
号
の
点
灯
を
行
っ
た
後
、
き
よ
み
ず
幼
児

園
児
を
先
頭
に
渡
り
初
め
を
し
、
交
通
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

TopicsTopicsTopics

受章おめでとうございます交通安全に気をつけてね

　平成16年度（平成17年１月31日～３月31日）揖斐川町一般会計および特別会計の決算が、12月７日（水）から14日（水）
にかけて開かれた平成17年第９回揖斐川町議会定例会において審議され、いずれも原案どおり認定されました。

平成１６年度決算報告平成１６年度決算報告

平成１６年度（平成１７年１月３１日～３月３１日）会計別決算の内訳 （単位：千円）
内訳 歳入決算額 歳出決算額 差引 繰越明許費

決算総額 9,011,081 7,414,513 1,596,568 1,985,872
一般会計 5,685,488 4,494,980 1,190,508 1,149,842
特別会計 3,325,593 2,919,533 406,060 836,030
　国民健康保険特別会計 750,508 601,333 149,175 0
　国民健康保険直診勘定特別会計 43,470 37,548 5,922 0
　老人保健医療特別会計 705,443 705,434 9 0
　谷汲中央診療所特別会計 32,325 16,096 16,229 0
　大和簡易水道特別会計 20,657 16,897 3,760 0
　　永簡易水道特別会計 15,780 9,823 5,957 0
　市場簡易水道特別会計 13,290 10,316 2,974 0
　谷汲簡易水道特別会計 69,904 69,709 195 0
　北部簡易水道特別会計 534,071 449,903 84,168 64,917
　北方財産区特別会計 7,137 3,791 3,346 0
　大和財産区特別会計 759 175 584 0
　谷汲財産区特別会計 7,232 605 6,627 0
　長瀬財産区特別会計 2,824 320 2,504 0
　横蔵財産区特別会計 8,875 5,226 3,649 0
　観光事業特別会計 14,578 14,550 28 0
　農業集落排水事業特別会計 939,076 851,092 87,984 608,113
　公共下水道事業特別会計 134,920 126,715 8,205 163,000
　杉原地域土地取得等特別会計 24,744 0 24,744 0
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去
る
十
月
十
三
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
上
南
方
の

齋
藤
一
松
さ
ん
、
十
月
二
十
四
日
に
亡
く
な
ら
れ

た
市
場
の
野
原
武
男
さ
ん
、
八
月
三
十
日
に
亡
く

な
ら
れ
た
黒
田
の
岩
井
亭
乙
さ
ん
が
叙
勲
を
受
章

さ
れ
、
宗
宮
町
長
よ
り
ご
家
族
に
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

齋
藤
さ
ん
は
、
旧
徳
山
村
長
と
し
て
昭
和

五
十
四
年
か
ら
昭
和
六
十
二
年
の
二
期
八
年
の
永

き
に
わ
た
り
在
職
し
、
村
行
政
の
円
滑
な
運
営
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
原
さ
ん
は
、
揖
斐
川
町
議
会
議
員
と
し
て
昭

和
五
十
八
年
か
ら
平
成
十
年
の
四
期
十
五
年
の
永

き
に
わ
た
り
在
職
し
、
そ
の
間
議
長
、
副
議
長
の

要
職
を
歴
任
し
、
民
生
の
安
定
、
産
業
基
盤
整
備

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

岩
井
さ
ん
は
、
教
師
、
教
頭
、
校
長
な
ど
教
職

を
永
き
に
わ
た
り
勤
め
ら
れ
、
生
涯
を
教
育
に
捧

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　　

こ
れ
ら
の
生
前
の
功
労
が
認
め
ら
れ
今
回
の
叙

勲
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
多
大
な
功
績
に

対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
心
か
ら
ご
め
い

福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

十
二
月
八
日
（
木
）
に
西
津
汲
の
高
橋
俊
示
さ

ん
が
百
歳
の
誕
生
日
を
、
十
二
月
十
八
日
（
日
）

に
新
宮
の
小
寺
を
て
る
さ
ん
が
九
十
五
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
主
に
地
理
の
教
師
と
し
て
長
年
勤

め
ら
れ
、
旧
春
日
村
、
久
瀬
村
、
藤
橋
村
な
ど
の

村
史
の
編
さ
ん
な
ど
に
携
わ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在

も
大
変
お
元
気
で
、
ご
長
寿
に
つ
い
て
「
揖
斐
の

地
域
は
水
、
風
土
、
人
が
良
く
、
健
康
に
良
い
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
寺
さ
ん
は
小
さ
い
と
き
か
ら
大
き
な
病
気
は

し
た
こ
と
が
な
い
そ
う
で
す
。健
康
の
秘
訣
は「
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
行
っ
て
友
達
を
作

り
、
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
良
い
。」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

お
二
人
に
は
、
宗
宮
町
長
よ
り
長
寿
の
お
祝
い

と
褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

十
二
月
二
十
八
日
（
水
）
に
山
び
こ
の
郷
に
お

い
て
久
瀬
保
育
園
の
園
児
が
お
遊
戯
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

山
び
こ
の
郷
の
皆
さ
ん
は
楽
し
み
に
し
て
い
た

よ
う
で
、
園
児
が
お
遊
戯
を
始
め
る
と
「
か
わ
い

い
ね
」「
よ
く
覚
え
た
ね
」
な
ど
と
い
い
な
が
ら
、

う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
で
し
た
。
な
か
に
は
感
動
し

て
涙
を
流
さ
れ
る
方
も
み
え
ま
し
た
。

　

お
遊
戯
の
後
に
は
園
児
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
を
ま
わ
っ
て
、
み
ん
な
と

握
手
を
し
ま
し
た
。
お
年
寄
り
と
の
楽
し
い
交
流

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

高橋さんおめでとうございます小寺さんおめでとうございますお遊戯のようす

齋藤さんへの伝達野原さんへの伝達岩井さんへの伝達

身近な地域の出来事・話題を揖斐川町役場総務課人事広報係、または各振興事務所振興課振興係までお寄せください。
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健康　　　コーナー健康　　　コーナーにこにこ
 にこにこ健康　　　コーナー健康　　　コーナーにこにこ
 にこにこ健康　　　コーナーにこ
 にこ

テ ー マ

内 容
定 員
対 象
参 加 料
締め切り
申し込み
指 導
持 ち 物

バランスの良い食事

血圧測定　お話　調理実習　（希望される方には個別に相談に応じます）
会場ごとに３０人（先着順）
希望される方ならどなたでも参加できます。
無料
２月８日（水）
揖斐川保健センターまで　（℡　２３－１５１１）
町食生活改善連絡協議会　町保健師・栄養士
エプロン・布巾・三角巾・基本健康診査の結果（受けた方）

生活習慣病は、食事や運動などの生活習慣が主な原因となっておこります。
高血圧、高脂血症、糖尿病などの予備軍になっていませんか？
いまの習慣をつづけていると大変なことになりますよ・・・？
　基本健診結果の見方とバランスのよい食生活についての講座を行います。ぜひご参加ください。

月　日 地　区 場　所 時　間
２月１０日（金） 北方 北方公民館

９：３０～１２：３０

２月１５日（水） 小島 小島公民館
２月１６日（木） 大和 大和公民館
２月１７日（金） 　永 　永公民館
２月２２日（水） 揖斐 老人福祉センター
２月２３日（木） 清水 清水公民館

　近年、若い女性の間で子宮がんや性感染症が増加している傾向にあります。町では、妊娠・
出産を控えている若い女性を対象に、レディース健康診査を実施します。ぜひこの機会に健診
を受けられ、自分の身体を大切にしましょう。

【月日】
【場所】
【対象】
【内容】

【料金】

３月３日（金）　午後1時30分～3時　（申し込みをされた方には個別で詳細をご連絡します）
揖斐厚生病院　健診センター
20歳～ 29歳の女性
身長･体重測定、問診、血圧測定、尿検査、血液検査（肝･腎機能、血糖、貧血、脂質代謝）、
子宮検診 ( 頸部 )、超音波検査 ( 婦人科部位 )、希望者のみ骨密度測定
2,400 円（骨密度測定を希望される方は、別途 500 円必要です）

【申込締切】　２月２０日（月）までにお願いします。

お申し込み、お問い合わせは、揖斐川保健センター (23 － 1511) または下記まで
　谷汲保健センター (56 － 3036)　　　久瀬振興事務所住民福祉課 (54 － 2111)
　春日保健センター (58 － 0007)　　　坂内振興事務所住民福祉課 (53 － 2111)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤橋振興事務所住民福祉課 (52 － 2111)
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麻しん・風しん予防接種が変わります麻しん・風しん予防接種が変わります
　平成 18年４月１日より、乳幼児の麻しん・風しん予防接種は１歳以上２歳未満が対象になります。
　そのため、２歳以上７歳６ヵ月未満でまだ麻しん・風しん予防接種が済んでいないお子さんは、３月 31 日まで
に下記の医療機関で麻しん・風しん予防接種を済ませてください。
　また、１歳～２歳のお子さんで、麻しん予防接種を受け、風しん予防接種がまだ済んでいない場合は、下記の医
療機関で風しん予防接種を済ませてください。
　ご不明な点は揖斐川保健センター（TEL ２３－１５１１）までお問い合わせください。

☆風しん予防接種☆　要電話予約

２
月
中

いびレディースクリニック �２３－００５０ 月曜日～金曜日
午前診療時間内

＊医院により異なりますので
　ご確認ください。　　　　

笠原内科 �２２－４６６６
神田外科医院 �２２－０２３０
野原クリニック �２２－０３４８
のだ医院 �２２－３９３９ 月～金曜日午前 8:00 ～ 11:30
随時 谷汲中央診療所 �５６－３１３３ 診療時間内
随時 春日診療所 �５８－００１１ 受付午前 11:00 ～ 11:30

３月８日 久瀬診療所 �５４－２０４０ 午後 1:30 ～ 2:00
随時 藤橋国保診療所 �５２－２１００ 診療時間内

☆麻しん予防接種☆　要電話予約

随時
揖斐厚生病院（小児科） �２１－１１１１ 月曜日午後 3:00
小林医院 �２３－１５３１ 月曜日～金曜日

午前診療時間内
＊医院により異なりますので
　ご確認ください。　　　　２月を

除く月

神田外科医院 �２２－０２３０
野原クリニック �２２－０３４８
いびレディースクリニック �２３－００５０
のだ医院 �２２－３９３９ 月～金曜日午前 8:00 ～ 11:30
笠原内科 �２２－４６６６ 月～金曜日

午前診療時間内１，２月を除く月 竹中医院 �２２－５６５６
随時 谷汲中央診療所 �５６－３１３３ 診療時間内
随時 春日診療所 �５８－００１１ 受付午前 11:00 ～ 11:30
随時 藤橋国保診療所 �５２－２１００ 診療時間内

麻しん・風しん予防接種が変わります麻しん・風しん予防接種が変わります

　近年のペットブームに伴い世界各地から野生動物が輸入され、家庭内で容易に飼育されるようになっ
ています。愛玩動物としての歴史が浅く、正しい飼育法や接し方などの知識不足による動物からの感染
症の増加が危惧されています。ミドリガメ（ミシシッピーアカミミガメ）を飼育していた家庭から小児
重症サルモネラ感染症、イグアナを飼育していた家庭から乳児下痢症などの報告がありますので、ミド
リガメなどのハ虫類を飼育されている方は取扱いに十分注意をしてください。
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も
重
か
っ
た
け
ど
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。」
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
育
成
会
の
代
表

の
松
本
さ
ん
は
、「
地
域
の
有
識
者
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
知
恵
を
学
び
な
が
ら
昔
な
が
ら
の
食

文
化
を
大
切
に
し
後
世
に
伝
え
る
こ
と
、
そ

し
て
地
区
内
の
三
世
代
の
ふ
れ
合
い
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
子

ど
も
会
の
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。」

と
今
後
へ
の
抱
負
を
述
べ
て
み
え
ま
し
た
。

　

健
康
や
運
動
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談
を
専

門
家
に
よ
り
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

２
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場　

所　

健
康
広
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
費　

用　

無
料

■
内　

容　

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、

　
　
　
　
　

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
、

　
　
　
　
　

運
動
指
導
員
に
よ
る
体
力
測
定

☆
北
方
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会
》

■
日
時　

２
月
５
日
（
日
）
９
時
〜

■
場
所　

北
方
小
学
校
体
育
館

☆
揖
斐
公
民
館

《
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

■
日
時　

２
月
５
日
（
日
）
９
時
〜

■
場
所　

揖
斐
川
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

☆　

永
公
民
館

《
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
》

■
日
時　

２
月
12
日
（
日
）
９
時
〜

■
場
所　

揖
斐
川
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

☆
小
島
公
民
館

《
家
庭
教
育
学
校
『
よ
そ
の
子
の
い
い
と

こ
を
見
つ
け
よ
う
！
』》

■
日
時　

２
月
18
日
（
土
）
19
時
〜

■
場
所　

岐
阜
ス
プ
リ
ン
グ
レ
ー
ン

《
に
こ
に
こ
学
級『
昔
な
が
ら
の
お
や
つ
作

り
』》

■
日
時　

２
月
20
日
（
月
）
10
時
〜

■
場
所　

小
島
公
民
館

《
み
ん
な
の
広
場
》

■
日
時　

１
月
28
日
・
２
月
４
・
25
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

小
島
公
民
館

☆
坂
内
公
民
館

《
ス
キ
ー
大
会
》

■
日
時　

２
月
25
日
（
土
）
９　
時
〜

■
場
所　

揖
斐
高
原
坂
内
ゲ
レ
ン
デ

燦サン・ギャラリー燦サン・ギャラリー燦サン・ギャラリー
○ちぎり絵
　矢野岩尾細野き志ゑ姉妹展
　 ２月４日～２月16日
○切り絵（家紋）展
　 ２月18日～３月２日

中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー
○永屋芳夫写真展 黒野から新岐阜まで
　 １月18日～２月２日
○故 滝　秋方　素描展
　 ２月４日～２月16日
○揖斐尚和園作品展
　 ２月18日～３月１日

２月 19日（日）は家庭の日　　揖斐川町青少年育成町民会議

　

12
月
17
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
か
ら
、

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

揖
斐
川
Ｖ
Ｙ
Ｓ
主
催
「
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ダ
ン
ス
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

紙
芝
居
・
キ
ャ
ン
ド
ル

セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
動

物
の
着
ぐ
る
み
も
登
場

し
、
参
加
し
た
親
子
と

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
（
12
月
24
日
）
の
夜
、

町
青
年
団
（
揖
斐
地
区
）・
揖
斐
川
Ｖ
Ｙ
Ｓ

に
よ
る
「
サ
ン
タ
が
家
に
や
っ
て
き
た
作
戦
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

青
年
団
・
Ｖ
Ｙ
Ｓ
の
皆
さ
ん
が
、
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
に
扮
し
て
、
親
か
ら
あ
ら
か
じ
め

預
か
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
子
ど
も
に
手
渡
し

ま
し
た
。

　

突
然
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
訪
問
に
大
喜

び
す
る
子
や
、
び
っ
く
り
し
て
泣
き
出
す
子

な
ど
も
い
ま
し
た
が
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か

ら
プ
レ

ゼ
ン
ト

が
渡
さ
れ

る
と
、
笑

顔
で
プ
レ

ゼ
ン
ト
を

受
け
取
っ

て
い
ま
し

た
。

　

12
月
11
日
（
日
）、
坂
内
小
中
学
校
体
育
館

に
お
い
て
、
久
瀬
公
民
館
主
催
の
北
西
部
（
春

日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
）

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
各
地
区
よ
り
12
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦

が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ど
の
チ
ー
ム
も

す
ば
ら
し
い
活
躍
ぶ
り

で
、
と
く
に
レ
シ
ー
ブ
で
は
ラ
イ
ン
ぎ
り
ぎ

り
の
ボ
ー
ル
に
で
も
、
向
か
っ
て
い
く
姿
は

す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

大
会
は
楽
し
い
雰
囲
気
の
な
か
進
め
ら
れ
、

試
合
を
し
て
い
く
な
か
で
、
各
地
区
や
チ
ー

ム
同
士
の
交
流
も
自
然
に
は
か
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

12
月
18
日
（
日
）、
藤
橋
公
民
館
に
お
い
て

藤
橋
地
区
子
ど
も
会
主
催
の
「
餅
つ
き
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
幼
児
か
ら

高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
20
人
と
育
成
者
な
ど

の
大
人
20
人
が
集
ま
り
、
盛
大
な
会
と
な
り

ま
し
た
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
参
加
し
た

大
人
の
方
の
中
に
も
「
杵
と
臼
で
お
餅
を
つ

く
の
は
初
め
て
…
」

と
い
う
人
も
あ
り
ま

し
た
が
、
指
導
者
と

し
て
参
加
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
地
元
の
お

年
寄
り
の
方
の
手
ほ

ど
き
で
昔
な
が
ら
の

餅
つ
き
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
つ
き
た
て
の

お
餅
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
し
、
餅
つ
き



IBIGAWA 2006 FEBRUARY9

い
き
い
き
久
瀬
っ
子･

地
域
に
学
ぶ

〜
久
瀬
小
学
校
〜 　

　
「
子
ど
も
た
ち
が
や
る
気
で
取
り
組
ん
で

や
り
が
い
が
あ
っ
た
。」「
途
中
で
あ
き
ら
め

な
い
で
最
後
ま
で
や
り
抜
く
こ
と
に
感
心
し

た
。」「
子
ど
も
た
ち
と
親
し
く
な
っ
た
の
で
、

地
域
で
出
会
っ
た
時
に
も
挨
拶
が
交
わ
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
。」･･･

　

こ
れ
は
、
一
年
間
に
わ
た
っ
て
ご
指
導
い

た
だ
い
た
瀬
音
学
級
（
地
域
の
方
と
一
緒
に

活
動
す
る
授
業
）
地
域
講
師
の
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
声
で
す
。

　

久
瀬
小
学
校
で
は
、
学
校
教
育
目
標
「
自

分
で
考
え
（
か
し
こ
く
）　

仲
よ
く
取
り
組

み
（
や
さ
し
く
）　

や
り
ぬ
く
子
（
ね
ば
り

づ
よ
く
）」
に
向
か
っ
て
、
隣
接
す
る
久
瀬

中
学
校
と
連
携
し
な

が
ら
、
心
豊
か
で
た

く
ま
し
く
生
き
る
児

童
の
育
成
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
と
共
に
歩
む
開

か
れ
た
学
校
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
や
瀬

音
学
級
、
地
域
瀬
音

学
級
で
、多
く
の
地
域
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
、

ふ
る
さ
と
の
自
然
や
文
化
を
積
極
的
に
学
ん

で
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
瀬
音
学
級
で
は
、軽
ス
ポ
ー
ツ
・

ち
ぎ
り
絵
・
水
墨
画
・
尺
八
・
大
正
琴
・
手

芸
・
料
理
・
ふ
る
さ
と
・
囲
碁
将
棋
の
９
講

座
を
開
設
し
、
久
瀬
小
４
年
生
か
ら
久
瀬
中

３
年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
た
ち
が
、
地
域

の
指
導
者
の
方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
成
果
は
、

11
月
に
行
わ
れ
た
久
瀬
地
区
文
化
祭
で
、
展

示
や
演
奏
を
通
し
て
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
２
回
（
６
月
・
11
月
）
５
つ
の

地
区
公
民
館
に
子
ど
も
た
ち
が
出
か
け
て
行

う
地
域
瀬
音
学
級
も
４
年
目
を
数
え
定
着
し

て
き
ま
し
た
。「
そ
ば
打
ち
体
験
」「
ぼ
た
餅

づ
く
り
」「
ふ
る
さ
と
の
昔
話
と
ち
ぎ
り
絵

づ
く
り
、「
飾
り
か
ご
作
り
」「
わ
ら
細
工
・

草
履
作
り
な
ど

子
ど
も
た
ち
が
地

域
の
方
の
ご
協
力

と
励
ま
し
の
も
と

に
、
教
え
て
い
た

だ
き
な
が
ら
準
備

か
ら
後
片
付
け
ま

で
共
に
活
動
す
る

授
業
で
す
。

「
お
ば
さ
ん
が『
も

っ
と
こ
ね
て
。
た
く
さ
ん
こ
ね
る
と
お
い
し

い
よ
。』
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
が

ん
ば
っ
て
力
を
入
れ
て
こ
ね
ま
し
た
。」

「
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
と

お
話
が
聞
け
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

で
き
あ
が
っ
た
時
は
最
高
に
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
や
り
た
い
で
す
。」
な
ど
、
ど

の
会
場
で
も
地
域
の
方
と
子
ど
も
が
顔
を
合

わ
せ
て
楽
し
そ
う
に
活
動
す
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。
も
の
を
作
る
楽
し
さ
や
知
恵
の
す

ば
ら
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
か
ら
学
び
、
他

を
思
い
や
り
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育

て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

豊
か
な
人
間
性
と
福
祉
の
心
を
育

て
る
地
域
体
験
学
習〜

久
瀬
中
学
校
〜 　

　

｢

体
験
を
通
し
て
豊
か
な
人
間
性
を
培

い
、
と
も
に
よ
り
良
く
生
き
よ
う
と
す
る

態
度
を
育
て
る
」
は
久
瀬
中
学
校
の
福
祉

教
育
の
重
点
で
す
。
毎
年
、
社
会
福
祉
協

議
会
や
地
区
公
民
館
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

と
の
連
携
に
よ
り
様
々
な
体
験
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、老
人
福
祉
施
設
「
や

ま
び
こ
の
郷
」
と
の
交
流
に
よ
る
介
助
講

習
会
と
そ
れ
に
よ
り
身
に
つ
け
た
介
護
の

知
識
や
技
術
を
生
か
し
た
「
や
ま
び
こ
の

郷
夏
祭
り
」
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

生
徒
に
と
っ
て
福
祉
の
心
を
学
び
育
て
る

貴
重
な
体
験
活
動
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
行
わ
れ
た｢

介
助
講
習
会
」
で

は
、
１
年

生
は
車
椅

子
を
利
用

し
た
介
助

体
験
。
２

･

３
年
生

は
ア
イ
マ
ス
ク
や
耳
栓
、
サ
ポ
ー
タ
ー
な

ど
を
使
っ
た
擬
似
体
験
実
習
を
中
心
に
行

い
、
や
ま
び
こ
の

郷
の
職
員
の
方

の
指
導
の
も
と
、

「
相
手
の
気
持
ち

に
な
っ
て
」
が
大

切
な
基
本
だ
と

教
え
て
い
た
だ

き
、
当
日
に
備
え

ま
し
た
。

　

７
月
下
旬
の｢

や
ま
び
こ
の
郷
夏
祭
り
」

に
臨
ん
だ
生
徒
は
、
日
頃
練
習
し
た
合
唱

を
披
露
し
た
り
、
踊
り
を
一
緒
に
踊
っ
た

り
し
て
、
お
年
寄
り
と
に
こ
や
か
に
接
し

て
夏
祭
り
を
盛
会
に
す
る
お
手
伝
い
を
精

一
杯
の
笑
顔
で
努
め
ま
し
た
。

  

こ
の
よ
う
な
地
域
の
人
々
の
様
々
な
ご

支
援
に
よ
り
、
久
瀬
中
学
校
の
生
徒
は
貴

重
な
感
動
体
験
を
も
と
に
、
相
手
の
気
持

ち
を
理
解
し
思
い
や
る
「
福
祉
の
心
」
と

共
に
、
ふ
る
さ
と
久
瀬
を
愛
し
誇
り
に
思

う｢

豊
か
な
人
間
性｣

を
培
っ
て
い
ま
す
。

風船に願いを込めて☆

一緒に楽しくダンス☆
心を込めての合唱披露☆
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図書館へ行こう！
一
般
図
書

「
小
説　

男
た
ち
の
大
和
」

　
　

辺
見
じ
ゅ
ん　

著
／
角
川
春
樹
事
務
所

　
「
戦
艦
大
和
」
の
乗
組
員
の
多
く
は
、
十

代
か
ら
二
十
代
の
若
者
だ
っ
た
。愛
す
る
人
、

家
族
、
祖
国
を
守
る
た
め
、
彼
ら
は
海
に
散

っ
た
。
戦
後
六
十
年
、
今
、
日
本
人
が
語
り

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
物
語
。

「
十
二
支
の
か
ぞ
え
う
た
」

　
　

さ
い
と
う
し
の
ぶ　

著
／
佼
成
出
版
社

　

十
二
の
動
物
た
ち
が
、
十
二
の
月
に
ち
な

ん
だ
食
べ
物
を
、十
二
の
時
間
に
あ
わ
せ
て
、

お
い
し
そ
う
に
た
い
ら
げ
ま
す
。
い
く
つ
食

べ
た
か
な
？
「
か
ご
め
か
ご
め
」
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
で
一
緒
に
歌
お
う
。
二
歳
か
ら
歌
っ
て

覚
え
る
、
か
ぞ
え
歌
の
絵
本
。

ぼ
く
、
あ
い
に
き
た
よ　

　
　
　
　
　
　

児
嶋
サ
コ　

著
／
文
芸
春
秋

梟
首
の
島　

上
・
下

　
　
　
　
　
　

板
東
真
砂
子　

著
／
講
談
社

夏
の
ピ
ュ
ー
マ　

領
家
高
子　

著
／
講
談
社

愛
が
い
な
い
部
屋

　
　
　
　
　
　
　

石
田
衣
良　

著
／
集
英
社

う
し
ろ
姿　

志
水
辰
夫 　

著
／
文
芸
春
秋

月
へ
の
梯
子　

樋
口
有
介　

著
／
文
芸
春
秋

恋
ひ
ら
り　
　
　

島
村
洋
子　

著
／
光
文
社

イ
タ
リ
ヤ
音
楽
散
歩
（
ほ
た
る
の
本
）　　

　
　
　
　
　
　

林　

望　

著
／
世
界
文
化
社

も
っ
た
い
な
い
事
典　
「
50
音
エ
コ
川
柳
」

で
今
日
か
ら
環
境
に
や
さ
し
い
生
活

　
　
　
　
　
　

赤
星
た
み
こ　

著
／
小
学
館

あ
の
雲
の
向
こ
う
に　

　

ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ
ト
ニ
ー　

著
／
大
和
書
房

一
般
図
書

「『
山
内
一
豊
の
妻
』
の
会
計
学
」

　
　
　

西
澤
健
次　

著
／
中
央
公
論
新
社

　

山
内
一
豊
の
妻
・
千
代
に
学
び
、
会
計
学

の
目
で
家
計
を
見
な
お
せ
ば
、
夫
婦
の
将
来

が
変
わ
っ
て
く
る
。
節
約
だ
け
で
は
な
い
、

幸
福
に
な
る
お
金
の
使
い
方
を
説
い
た
、
妻

と
夫
、
愛
と
お
金
の
話
。

「
血
糖
を
自
分
で
改
善
」
生
活
習
慣
改
善
で

正
常
値
に
戻
す

　
　
　
　

西
澤
健
次　

著
／
中
央
公
論
新
社

　

健
診
で
「
血
糖
値
が
高
め
」
と
言
わ
れ
た

人
へ
。
血
糖
と
は
何
か
、高
血
糖
（
糖
尿
病
）

と
は
ど
う
い
う
状
態
な
の
か
な
ど
を
解
説

し
、
正
常
値
へ
戻
す
た
め
に
自
分
で
で
き
る

生
活
習
慣
の
改
善
方
法
を
紹
介
す
る
。

ス
ッ
キ
リ
た
っ
た
５
分
間
で
余
分
な
も
の
を

そ
ぎ
落
と
す
方
法　

　
　
　
　
　
　

上
大
岡
ト
メ　

著
／
幻
冬
舎

プ
ー
さ
ん
の
鼻

　
　
　
　
　
　

俵　

万
智　

著
／
文
芸
春
秋

ダ
ヤ
ン
と
風
こ
ぞ
う

　
　
　
　

池
田
あ
き
こ　

著
／
ほ
る
ぷ
出
版

５
分
で
落
語
の
よ
み
き
か
せ　

ふ
し
ぎ
な
お

話
の
巻

　
　
　

小
佐
田
定
雄　

著
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

ど
う
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
の
？
ネ
ッ
ト
体

験
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術

　
　
　
　

尾
花
紀
子
ほ
か　

著
／
岩
波
書
店

休
館
日
の
お
知
ら
せ

平
成
十
八
年
一
月
三
十
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
三
日
（
金
）

　

揖
斐
川
図
書
館
は
、
蔵
書
点
検
の
た
め
休

館
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

人
形
劇
を
観
よ
う
！

と　

き　

平
成
十
八
年
三
月
十
一
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
二
時
〜
三
時

と
こ
ろ　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

第
二
会
議
室

内　

容

　

人
形
劇
団
「
む
す
び
座
」

　
　
「
ど
う
ぞ
の
い
す
」

　
　
「
だ
ん
ご
ど
っ
こ
い
し
ょ
」　

二
作

入
場
無
料　

た
だ
し
、入
場
整
理
券
が
必
要
。

揖
斐
川
図
書
館
、
谷
汲
図
書
館
、
坂
内
図
書

館
で
二
月
十
五
日
（
水
）
か
ら
配
布
し
ま
す
。

定
員
一
〇
〇
名
。

読
書
活
動
研
修
会
の
開
催

主　

催　

岐
阜
県
図
書
館

と　

き　

平
成
十
八
年
三
月
二
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
一
時
二
十
分
〜
三
時

と
こ
ろ　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

第
二
会
議
室

講　

師　

三
輪
哲
氏

　
　
　
　
（
メ
ル
ヘ
ン
ハ
ウ
ス
代
表
取
締
役
）

演　

題　

本
と
の
出
合
い
は
人
と
の
出
合
い

　
　
　
　

〜
子
ど
も
の
本
で
考
え
る
〜

お
問
合
せ　

岐
阜
県
図
書
館

　
　
　
　
　

０
５
８―

２
７
５―

５
１
１
１

期
日　

2
月
４
日（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

場
所　

揖
斐
川
図
書
館

「
手
あ
そ
び
」

絵
本

「
も
り
の
パ
ン
や
さ
ん
」ほか　
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主
題

『
新
揖
斐
川
町
の
歴
史
・

民
俗
文
化
を
探
る
』

開
催
期
間　

平
成
十
八
年
一
月
三
十
一
日（
火
）

　
　

か
ら
三
月
十
二
日
（
日
）

会
場　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

〈
開
催
の
主
旨
〉

　

新
揖
斐
川
町
の
誕
生
を
記
念
し
、
旧
一
町

五
村
の
先
人
が
築
き
上
げ
た
歴
史
・
民
俗
文

化
の
豊
か
さ
を
再
認
識
し
、
そ
の
文
化
の
共

有
化
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
新
揖
斐
川
町

の
歴
史
と
民
俗
文
化
の
体
系
化
を
図
る
た
め

に
、
旧
町
村
史
を
基
本
に
し
特
別
企
画
展
の

実
践
を
通
し
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

〈
展
示
内
容
〉

一
、
揖
斐
川
上
流
地
域
の
「
紙
漉
の
歴
史
」

　

揖
斐
川
上
流
地
域
で
紙
漉
き
が
始
め
ら
れ

た
の
は
平
安
時
代
末
期
ご
ろ
か
ら
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
最
初
は
平
野
部
の
美
濃
国
府
が

あ
っ
た
不
破
郡
垂
井
町
府
中
付
近
で
漉
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
紙
の
原
料
で
あ
る
楮
（
こ

う
ぞ
）
の
不
足
か
ら
揖
斐
川
上
流
地
域
や
根

尾
谷
地
域
に
主
な
生
産
地
が
移
っ
て
き
た
の

で
す
。

　

そ
の
証
と
し
て
、
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
の

資
料
館
に
「
紙
漉
き
資
料
」
が
収
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。
と
く
に
坂
内
地
域
で
は
昭
和
四
十

年
こ
ろ
ま
で
冬
期
の
伝
統
産
業
と
し
て
、
手

漉
和
紙
が
生
産
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
紙
漉
き
の
技
術
は
中
国
で
発
明

さ
れ
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
伝
来
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
の
よ
う
に
、
各

種
の
紙
が
入
手
可
能
な
時
代
と
異
な
り
、
奈

良
時
代
の
庶
民
に
は
手
の
届
か
ぬ
貴
重
な
品

で
あ
っ
た
の
で
す
。
紙
は
国
家
の
統
治
手
段

と
し
て
、
戸
籍
の
作
成
の
た
め
に
必
要
で
あ

っ
た
の
で
す
。
正
倉
院
の
宝
物
の
中
に
美
濃

紙
を
用
い
て
書
か
れ
た
、
大
宝
二
年
（
七
〇

二
年
）
の
御み

の
の
く
に

野
国
戸こ

籍せ
き

断だ
ん
か
ん簡
が
あ
り
、
そ
の

中
に
味あ

蜂は
ち

間ま

郡ぐ
ん

春か
す
が
べ
り

部
里
（
揖
斐
川
町　

永
付

近
）
の
戸
籍
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
主

な
展
示
資
料
と
し
て
、
紙
漉
き
用
具
や
原
料

の
楮
や
手
漉
和
紙
の
製
品
、
春
部
里
の
戸
籍

の
断
簡
の
写
し
な
ど
。

①
紙
漉
き
用
具
と
材
料

②
手
漉
き
和
紙
の
標
本

二
、
薪
炭
・
木
挽
き
用
具
と
製
品

①
木
炭
の
原
木
と
木
炭
標
本
・
炭
俵

②
栃
板
製
品
と
各
種
の
木
挽
き
鋸

③
木
馬
、
ツ
チ
ブ
ネ
な
ど
の
運
搬
具

三
、
各
種
の
暮
ら
し
道
具

①
住
ま
い　

藁
寝
具　

照
明
具　

雪
掻
具

②
飲
食　
　

キ
リ
バ
ン　

シ
オ
ブ
ネ

③
履
物　
　

雪
中
履
物　

カ
ン
ジ
キ

四
、
民
俗
芸
能
資
料

①
春
日
太
鼓
踊
り
バ
ン
バ
ラ

②
谷
汲
踊
資
料

③
揖
斐
祭
り
芸　

彫
刻

五
、
信
仰
資
料

①
山
の
講
の
注し

め
な
わ

連
縄
な
ど

②
お
講
へ
参
る
た
め
の
オ
コ
ビ
ツ

※
お
詫
び

　

予
想
以
上
の
大
雪
の
た
め
、森
の
博
物
館
・

坂
内
資
料
館
よ
り
貴
重
な
資
料
を
借
用
し
、

展
示
す
る
予
定
で
し
た
が
、
広
報
一
月
号
に

記
載
し
た
内
容
と
一
部
変
更
し
ま
し
た
。

博物館博物館･歴史資料館だより歴史資料館だより博物館･歴史資料館だより

紙漉き情景

ユキワラジとカンジキ

カミタタキ石とタタキツチ

天然木のセタ

マタグツとマタグツの木型

山の講　注連縄
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開催日　平成 18年２月 13日（月）　　  　時　間　　午前の部　９時 30分から 12時まで
会　場　揖斐川町役場３階　大会議室　　  　　　　　午後の部　１時 30分から　４時まで

　　※午前、午後のどちらかの開始時間までにご来場ください。

①　住宅借入金等特別控除を受けられる方（借入れして住宅を新築または増改築などされた方を対象にした説明会
です。給与所得のみの方の場合は、還付申告書をその場で提出することができます。）

　＜持参していただくもの＞
　・印鑑、筆記用具、電卓、還付金入金先の通帳（本人名義のもの）
　・住民票（当日、控除が受けられることが確定してから役場で取得していただいても結構です。）
　・家屋（借入金で土地も取得した場合は家屋と土地両方）の登記簿謄本
　・売買契約書や請負契約書で取得金額のわかる書類の写し（借入金で土地も取得した場合は家屋と土地両方）
　・住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書（住宅金融公庫や金融機関が発行したもの）
　・店舗併用住宅の場合は、店舗と居住部分の面積を明らかにする設計図の写し
　・平成１7年分給与所得の源泉徴収票（原本）
　・その他還付申告をするうえで必要な書類（例えば医療費控除も申告される方は、その領収書など）

開催日　平成 18年２月 14日（火）・15日 ( 水 )　  時 間　午前の部　９時から 12時まで
会　場　揖斐川町役場３階　大会議室　　　　　　  　　　午後の部　１時 30分から５時まで

　　※時間内は随時ご入場いただけますが、午前の部は 11時 30 分までに、午後の部は４時 30分までにご入場く
ださい。

①　医療費控除の還付を受けられる方（医療費控除をされる方を対象にした説明会です。給与所得のみの方の場合
は、還付申告書をその場で提出することができます。）

　＜持参していただくもの＞
　・印鑑、筆記用具、電卓、還付金入金先の通帳（本人名義のもの）
　・平成 17年分給与所得の源泉徴収票（原本）
　・医療費控除のための医療費領収書（支払先、かかった人ごとに金額を集計しておいてください）
　・その他還付申告をするうえで必要な書類（年末調整で控除できなかった生命保険料や損害保険料および国民年
　　金保険料などの支払額証明書や社会保険料の支払額がわかるものなど）
※ 医療費控除は、平成 17 年中に家族の支払った医療費の合計額が 10 万円または、控除を受けようとする方の所
　 得金額の５％の金額のどちらかを超えていなければ申告できません。
※ 医療費控除などの申告をしても源泉徴収された所得税がなければ税金は還付されません。

②　中途退職された方、年金を受給されている方などで還付申告される方（平成 17年中に会社を退職され年末調
整で各種控除を受けなかった方、年金を受給されている方などで、他に所得がない場合は、還付申告書をその
場で提出することができます。）

　＜持参していただくもの＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・印鑑、筆記用具、電卓、還付金入金先の通帳（本人名義のもの）
　・平成 17年分給与所得・公的年金などの源泉徴収票（原本）
　・生命保険料や損害保険料、国民年金保険料などの支払額証明書や社会保険料（健康保険税など）の支払額がわ
　　かるもの（領収書）
※平成 17年分の確定申告から、国民年金保険料などについても証明書などが必要になりました。
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　所得税の確定申告および町県民税の申告相談と受付は、今年の場合 2月 16 日（木）から 3月 15 日（水）まで（土日を除く）
です。期限近くになりますと大変混雑し、長い時間お待ちいただくことになりますので、申告はできるだけ早くすませてい
ただきますようにご協力をお願いします。

《所得税の確定申告》
　所得税は、個人が１年間に得た所得に応じてかかる税金です。所得税の確定申告をしなければならない方は次のとおりです。
① 事業をしている方や不動産収入のある方、土地や建物を売った方などで、平成 17年中の所得の合計額が、各種所得控除
の合計額より多い方。

② 給与の収入金額の合計金額が 2,000 万円を超える方。
③ １カ所から給与などの支払を受けている方で、給与所得および退職所得以外の所得が 20万円を超える方。
④ ２カ所以上から給与などの支払を受けている方で、年末調整を受けていない給与収入と給与所得や退職所得以外の所得が
20万円を超える方。

　また確定申告をすれば税金の還付を受けられる方は次のとおりです。
①給与所得や退職所得がある方で、医療費控除や住宅借入金等特別控除などを受けることができる方。
②給与所得者で年末調整を受けられなかった方。
《町県民税の申告》
　１月１日現在、揖斐川町に居住している方は申告書を提出しなければなりません。ただし、次に該当する方は申告をする
必要はありません。
① 給与所得者で、給与以外の所得がなく給与支払報告書が提出されている事業所に勤めている方。
② 所得税の確定申告をした方。
《申告相談》
　別記の申告相談の日程表に基づき申告の受付を行います。申告相談期間外の役場および各振興事務所で町・県民税以外の
受付はできませんので、税務署が開催する申告相談会場の大垣市民会館へお出かけください。
　また、各地区での申告相談日には、職員が各地区へ出向きますので、役場および各振興事務所での申告はご遠慮ください。
※持参していただくもの
　・ 印鑑
　・ 平成 17年中の収入がわかる書類
　・ 給与所得者や年金受給者で確定申告をされる方は、平成 17年分の源泉徴収票（必ず原本を持参）
　・ 生命保険料や損害保険料の支払額証明書
　・ 国民年金保険料などの支払い額証明書または領収書 ( ☆平成 17年分の確定申告から国民年金保険料などについても証

明書などが必要になりました )
　・ 医療費控除を受ける方は、医療費の領収書（医療費を補てんする金額がある場合はその金額の分かるもの）
　・ 営業、不動産、農業所得などのある方で、収支内訳書を添付する必要のある方は、あらかじめご記入のうえ持参してく

ださい。
申告書の自書記載にご協力ください !
　申告相談期間中は、窓口が大変混雑します。比較的容易に記載していただけるサラリーマンの方の還付申告などについて
は、できるだけご自分で記載していただき、税務署へ郵送もしくは役場申告相談窓口に設置する申告書ポストへ提出してい
ただくようお願いします。

　申告相談会場へお越しになる方は、次のことにご注意ください。

・ 申告書が郵送されてきた方は、必ず開封し、住所・氏名・フリガナを記入しておいてください。
・ 給与や年金の源泉徴収票は、必ず原本をお持ちください。紛失した場合は、再発行をしてもらってください。
・ 扶養になる方に少しでも収入がある場合は、その金額がわかるもの（源泉徴収票など）をお持ちください。金額がわかり
ませんと計算ができません。

・ 医療費控除は、平成 17年中に家族の支払った医療費の合計額が、10万円または控除を受けようとする方の所得金額の５
％の金額のどちらかを超えていなければ申告できません。

・ 医療費控除のための領収書は、医療を受けた方ごとに支払った病院、医院、薬局などを別にしてまとめ、支払い金額を集
計しておいてください。また、保険金などで医療費を補てんする金額がある場合はその金額を集計してきてください。

・ 住宅借入金等特別控除が受けられる方は、初年度は必ず申告する必要があります。
・ 医療費控除、住宅借入金等特別控除などの申告をしても源泉徴収された所得税がなければ税金は還付されません。
・ 事業等所得 ( 営業、その他事業、農業所得〈農業標準適用分は除く〉) や不動産所得 ( 貸家、貸ガレージ、貸宅地、借地権
の設定などによる所得 ) のある方は、収支内訳書を記入してきてください。
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　1月31日（火）は、町（県）民税（４期）、国民健康保険税（９期）の納期限です。
　2月28日（火）は、固定資産税（４期）、国民健康保険税（10期）、介護保険料（６期）の納期限です。
　
　納め忘れのないように、早めに納めましょう。
　また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに預貯金残額の確認と入金をお願いします。

����� �����

＜開設期間＞　所得税・贈与税　
　　　　　　　　　２月１日（水）～３月 15日（水）
　　　　　　　　　（土・日曜日をのぞく）
　　　　　　　消費税および地方消費税
　　　　　　　　　２月１日（水）～３月 31日（金）
　　　　　　　　　（土・日曜日・祝日をのぞく）
＜開設時間＞　午前９時から午後５時
※ 所得税・個人事業者の消費税および地方消費税・贈与税の確定申告の相談と受付を行います。
※ 平成 16年分の確定申告をされた方は、確定申告書（控）および収支内訳書（控）などをお持ちください。
※ 必要書類のほかに印鑑、筆記用具、電卓などのご用意をお願いします。
※ 大垣市民会館への直接のお問合せはご遠慮ください。
※ お問合せは大垣税務署（0584）78-4101（代表）へ。
※ 大垣税務署内には「申告会場」を設けておりませんのでご注意ください。税務署では、確定申告書用紙の交  
 　付および確定申告書の受付のみ行います。

平成 17年分の所得税などの確定申告会場は

大  垣  市  民  会  館
大垣市新田町１－２（大垣市民プール南隣）です。

○ 平成１７年分の所得税の確定申告の申告期限と納期限は平成 18年３月 15日（水）です。また、消費税およ
び地方消費税（個人事業者）の申告期限と納期限は平成 18 年３月 31 日（金）です。納期限までに最寄り
の銀行や郵便局または所轄の税務署で納付してください。

○ 還付申告の方は、２月 15日以前でも申告書を提出することができます。
○ 税務署の窓口には、「所得税の確定申告の手引き」などを備え付けておりますので、それらを参考にご自分
で記載し、できるだけ郵送による提出をお願いします。

○ 還付金の受け取りは銀行などの預貯金口座への振込みが、また納税は預貯金口座からの振替納税が便利です。
○ 確定申告の内容に誤りがありますと、後日、修正申告などをしていただくことになります。その場合、加算
税や延滞税がかかる場合がありますので十分ご注意ください。

○ インターネット上で確定申告が作成できる「確定申告特集ページ」が平成 18年３月 31日まで開設されてい
ます。アドレスは次のとおりです。　http://www.nta.go.jp/　（国税庁ホームページ内）

　　提出は郵送が便利です。
　　＜郵送先＞〒 503-8556　大垣市丸の内 2-30　大垣税務署　行
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Information Room

老
人
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療
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考
え
て
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ょ
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《
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：
一
：
一
）

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　《
揖
斐
川
町
の
老
人
医
療
費
の
推
移
》

　

下
の
グ
ラ
フ
を
見
て
み
ま
す
と
、
揖
斐

川
町
の
老
人
保
健
医
療
の
対
象
者
は
平
成

十
四
年
度
の
四
，
九
八
三
人
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
老
人
医
療

費
を
見
て
み
ま
す
と
、
平
成
十
四
年
度
以

降
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、
一
人
当
た
り
の

老
人
医
療
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

《
医
療
費
の
増
加
対
策
と
し
て
》

　

医
療
費
が
増
加
す
る
背
景
に
は
、
様
々

な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
、
医
療
費
の
節
約
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
医
療
費
を
適
切
に
使
う
た
め

に
も
、次
の
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

①
お
医
者
さ
ん
の
か
け
も
ち
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

②
時
間
外
・
休
日
受
診
は
な
る
べ
く
避
け

ま
し
ょ
う
。

③
薬
を
た
く
さ
ん
欲
し
が
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

④
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

⑤
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、
指
示
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

⑥
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、
病
気
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

※
対
象
者
数
・
老
人
医
療
費
の
数
字
は
、
町

村
合
併
前
の
旧
町
村
の
人
数
お
よ
び
金
額

を
合
算
し
た
も
の
で
す
。

　

医
療
費
増
加
の
一
番
の
対
策
は
、
私
た

ち
自
身
が
、
健
康
に
気
を
つ
け
、
お
医
者

さ
ん
に
か
か
ら
ず
に
す
む
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。

　

食
事
を
き
ち
ん
と
食
べ
、
適
度
な
運

動
・
休
養
を
と
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
健
や

か
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

◎
こ
の
記
事
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課
老
人
保
健
医
療
担
当

（
内
線
１
６
３
）
ま
で
。
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２
月
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
予
定

　

２
日
（
木
）　

リ
ズ
ム
遊
び

　

６
日
（
月
）　

園
庭
開
放
日

　

９
日
（
木
）　

雪
遊
び

　

13
日
（
月
）　

園
庭
開
放
日

　

16
日
（
木
）　

料
理
教
室
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

20
日
（
月
）　

園
庭
開
放
日

　

23
日
（
木
）　

お
ひ
な
さ
ま
作
り

　

27
日
（
月
）　

園
庭
開
放
日

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が

所
得
税
・
町
民
税
な
ど
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
17
年
分
の
所
得
の

申
告
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
書
類
を
添

付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ

キ
）
が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
平
成
17
年
11
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
申
告
を
行
う

ま
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
７
０―

０
０―

９
９
１
１

　

ま
で

（
平
成
18
年
３
月
17
日
ま
で
の
平
日
９
時
か

ら
17
時
ま
で
）

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
３―

１
１
３
６

　

寒
い
時
期
で
す
が
、
思
い
切
っ
て
外
へ
出

ま
し
ょ
う
。
支
援
セ
ン
タ
ー
で
友
だ
ち
と
待

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
最
初
に
撮
影
し
た
親

子
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
中
で
す
。
ま
た
、
名

札
を
確
認
し
た
結
果
、
も
ど
っ
て
な
い
子
が

い
ま
し
た
の
で
、
心
当
た
り
の
方
も
事
務
所

ま
で
来
て
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
所
は
旧
揖
斐

川
幼
稚
園
で
す
。

■
場
所　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
２
Ｆ
遊
戯
室

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

■
休
館
日　

祝
祭
日
、
土
・
日
・
月
曜
日
、

　
　
　
　
　

公
民
館
行
事
の
と
き
（
14
日
）

２
月
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
予
定

　

16
日
（
木
）　

育
児
相
談
（
育
児
の
知
恵
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
）

　

21
日
（
火
）　

ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
　
　
　
　
　
（
お
話
ル
ー
ム
…
た
ま
ご
）

　

28
日
（
火
）　

ふ
れ
あ
い
広
場
（
誕
生
会
）

【
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
７―

２
３
１
９

　

寒
さ
が
い
っ
そ
う
厳
し
く
な
り
、
室
内
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

今
月
も
次
の
と
お
り
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

予
定
し
て
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
保

育
園
へ
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
し

ゃ
べ
り
も
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

毎
週
月
曜
日
（
園
庭
開
放
日
）　

　
　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時
00
分

毎
週
木
曜
日
（
コ
ア
ラ
ち
ゃ
ん
の
日
）　

　
　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

県
で
は
、
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」

に
、
次
の
と
お
り
交
通
遺
児
に
対
し
て
激
励

金
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方

は
、
揖
斐
川
町
役
場
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
基
準
日　

毎
年
５
月
５
日

■
対
象
者　

交
通
事
故
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま

で
生
計
を
共
に
し
て
い
た
父
ま
た
は
母

（
す
で
に
父
母
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
そ

れ
に
代
わ
る
方
）
を
亡
く
さ
れ
た
方
で
、

義
務
教
育
終
了
ま
で
の
方
お
よ
び
高
等
学

校
在
学
中
の
方
（
20
歳
未
満
）

　

※
交
通
遺
児
と
な
っ
た
あ
と
、
養
子
縁
組

し
た
方
も
し
く
は
父
ま
た
は
母
が
再
婚
し

生
計
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
方
は
除

き
ま
す
。

■
激
励
金
の
額
（
１
人
あ
た
り
）

乳
幼
児
お
よ
び
小
学
校
児
童　

 

１
０
，
０
０
０
円

中
学
校
生
徒　
　
　
　
　

１
５
，
０
０
０
円

高
等
学
校
生
徒　
　
　
　

２
０
，
０
０
０
円

　
　

申
請
か
ら
高
等
学
校
な
ど
修
学
時
（
20

　

歳
未
満
）
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
増
額
を
検
討
中
で
す
。

■
申
込
期
限　

平
成
18
年
２
月
24
日
（
金
）

【
お
問
合
せ
先
】　

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

　

こ
の
た
び
「
西
濃
北
部
に
新
し
い
タ
イ
プ
の

養
護
学
校
の
新
設
を
考
え
る
会
」
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
て
、
５
８
，
６
５
８
名
も

の
皆
さ
ん
に
署
名
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

会
で
は
こ
れ
を
受
け
、
11
月
22
日
に
古
田

県
知
事
に
お
会
い
し
、要
望
を
行
い
ま
し
た
。

〈
要
望
の
内
容
〉

・
マ
ン
モ
ス
化
し
た
大
垣
養
護
学
校
を
こ
の

地
域
に
も
分
散
し
て
ほ
し
い
。

・
で
き
る
だ
け
、
子
ど
も
た
ち
が
通
い
や
す

く
、
誰
で
も
親
し
み
や
す
い
場
所
に
建
設

し
て
ほ
し
い
。

・
障
害
の
枠
を
超
え
、
特
別
支
援
教
育
に
お

い
て
地
域
密
着
型
の
セ
ン
タ
ー
的
な
役
割

を
担
う
新
し
い
タ
イ
プ
の
養
護
学
校
を
設

立
し
て
ほ
し
い
。

・
学
校
建
設
の
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
と
き
な

ど
に
は
、
会
も
交
え
て
進
め
て
ほ
し
い
。

・
３
年
を
め
ど
に
開
校
を
し
て
ほ
し
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
地
域

の
皆
さ
ん
の
中
で
輝
き
な
が
ら
、
と
も
に
生

き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

■
受
検
資
格　

中
学
校
を
卒
業
し
て
お
ら
れ

る
方
。（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を
）

■
学
費　

年
額
４
万
５
千
円
（
教
科
書
類
を

含
む
。
入
学
時
一
括
納
入
）

■
募
集
要
項
・
入
学
願
書　

２
月
１
日
以
降

配
布
・
郵
送

■
学
校
説
明
会　

２
月
１
日
・
７
日
・
26
日

（
い
ず
れ
も
本
校
で
開
催
14
時
30
分
〜
15
時
30
分
）

【
お
問
合
せ
先
】
岐
阜
県
立
華
陽
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
高
等
学
校
通
信
制
課
程

〒
５
０
０―

８
２
８
６　

岐
阜
市
西
鶉
６
‐
69

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
８―

２
７
５―

７
１
８
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
８―

２
７
５―

７
６
２
７
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合
併
処
理
浄
化
槽
を
す
で
に
設
置
し
て
い

る
場
合
の
取
り
扱
い

　　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
す
で
に
設
置
し
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
個
人
で
管
理
す

る
方
法
と
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
町
に
譲
渡

す
る
方
法
の
選
択
が
で
き
ま
す
。

　

町
に
譲
渡
す
る
場
合
の
主
な
概
要
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

概　

要

●
対
象
区
域･･

揖
斐
川
地
区

●
申
込
期
間･･

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
27
年

度
ま
で
の
10
年
間
。

●
維
持
管
理･･

浄
化
槽
の
電
気
料
、
保
守
点

検
、
清
掃
、
法
定
検
査
、
修
繕
な
ど
は
町

が
行
い
ま
す
。（
故
障
の
際
は
、
町
が
改

修
し
ま
す
。）

●
分
担
金･･

一
般
世
帯
は
、
分
担
金
28
万
円

を
徴
収
し
ま
す
。

●
使
用
料･･

１
ヶ
月
あ
た
り
の
使
用
料
の
算

出
方
法
お
よ
び
金
額
は
他
の
下
水
道
事
業

と
同
額
と
し
ま
す
。

　　

個
別
排
水
処
理
施
設
の
設
置
を
希
望
さ
れ

る
方
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
譲
渡
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
一
度
役
場
下
水
道
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】
基
盤
整
備
部
下
水
道
課

２
２―

２
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

　

岐
阜
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
雇
用
情
勢
や
定
年
後
の
職
業
生
活
に
必

要
な
知
識
、
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
た
び
次
の
と
お
り
「
職
業
生
活
設
計
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
岐
阜
高
齢
期

雇
用
就
業
支
援
コ
ー
ナ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

■
開
催
日
時　

２
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
場　

所　

　

大
垣
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
（
サ
ン
ワ
ー
ク
大
垣
）
視
聴
覚
研
修
室

　

大
垣
市
長
松
町
８
４
７―

９
５

■
テ
ー
マ　
「
定
年
!!　

そ
し
て
始
ま
る
長

い
老
後
に
備
え
て
」
〜
年
金
、
医
療
・
介
護

保
険
を
考
え
る
〜

■
講
師　

社
会
保
険
労
務
士　

高
野
芳
一
氏

■
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

　
　
　
　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

■
参
加
費　

無
料

■
対
象
者　

45
歳
以
上
で
在
職
者
の
方

　
　
　

定
年
間
近
の
方（
離
職
者
の
方
も
可
）

　
　
　

企
業
の
人
事
・
労
務
担
当
者

【
お
問
合
せ
先
】

　

岐
阜
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援
コ
ー
ナ
ー

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
８―

２
５
１―

８
５
５
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
８―
２
５
１―

８
６
２
６

Information Room

　

最
近
、大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装
っ
て
、「
お

金
を
貸
し
ま
す
」
と
い
っ
た
内
容
の
偽
者
Ｄ

Ｍ
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
）
や
携
帯
メ
ー
ル

な
ど
を
送
り
つ
け
て
、
保
証
金
や
保
険
金
名

目
で
お
金
を
騙
し
取
る
新
手
の
手
口
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を「
貸

し
ま
す
詐
欺
」
と
い
い
ま
す
。

　

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

騙
さ
れ
な
い
た
め
に

　
「
騙
さ
れ
な
い
た
め
の
心
構
え
３
か
条
」

１　

取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突
然
送

ら
れ
て
く
る
、「
お
金
貸
し
ま
す
」
と
の
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
・
携
帯
メ
ー
ル
な
ど
に

注
意
（
低
金
利
で
、
し
か
も
高
額
を
貸
し

付
け
る
か
の
よ
う
な
広
告
に
注
意
）

２　

融
資
を
す
る
前
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
口
実

で
お
金
を
振
り
込
ま
そ
う
と
す
る
手
口
に

注
意
（
保
証
料
、
保
険
料
な
ど
の
名
目
で

必
ず
お
金
を
要
求
し
て
き
ま
す
）

３　
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ
な
い
と
感

じ
た
ら
、
送
金
の
前
に
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ

　
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
　

０
３―

５
３
２
０―

４
７
７
５

　
　
　
　
（
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
）

　

平
日
：
午
前
９
時
〜
12
時
、

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

※
夜
間
・
休
日
は
留
守
番
電
話
の
「
受
付
ダ

イ
ヤ
ル
」
に
な
り
ま
す
。

　

揖
斐
川
地
区
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
、
平
成
10
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
ま

で
補
助
金
を
交
付
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平

成
18
年
度
か
ら
町
が
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
個
別
排
水
処
理
施
設
整
備
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
伴
い
従
来
の

整
備
区
域
は
補
助
金
交
付
制
度
が
な
く
な
り

ま
す
。

　

個
別
排
水
処
理
施
設
は
、
公
共
下
水
道
事

業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
整
備
区
域
を
除
く

区
域
で
浄
化
槽
本
体
な
ど
の
設
置
を
は
じ
め

保
守
点
検
、
維
持
修
繕
な
ど
を
町
の
責
任
で

行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

主
な
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

概　

要

●
設
置
区
域･･

揖
斐
川
地
区
に
お
け
る
公

共
、
農
集
整
備
区
域
以
外
の
区
域
。

●
設
置
期
間･･

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
27
年

度
ま
で
の
10
年
間
。

●
設
置･･

浄
化
槽
本
体
な
ど
は
町
が
設
置
し

ま
す
。（
排
水
設
備
は
個
人
が
設
置
）

●
維
持
管
理･･

浄
化
槽
の
電
気
料
、
保
守
点

検
、
清
掃
、
法
定
検
査
、
修
繕
な
ど
は
町

が
行
い
ま
す
。（
故
障
の
際
は
、
町
が
改

修
し
ま
す
。）

●
分
担
金･･

一
般
世
帯
は
、
分
担
金
28
万
円

を
徴
収
し
ま
す
。

●
使
用
料･･

１
ヶ
月
あ
た
り
の
使
用
料
の
算

出
方
法
お
よ
び
金
額
は
他
の
下
水
道
事
業

と
同
額
と
し
ま
す
。
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県
で
は
「
走
る
県
政
バ
ス
（
世
界
の
ア

ニ
メ
が
集
合
！
国
際
メ
ル
ヘ
ン
ア
ニ
メ
映
像

祭
）」
に
参
加
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
期
日　

平
成
18
年
３
月
18
日
（
土
）

■
行
き
先　

・
飛
騨
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー（
高
山
市
）

・
飛
騨
国
際
メ
ル
ヘ
ン
ア
ニ
メ
映
像
祭

２
０
０
６
（
第
４
回
メ
ル
ヘ
ン
ア
ニ
メ
コ

ン
テ
ス
ト
、
国
内
外
の
名
作
ア
ニ
メ
上
映
）

・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
温
故
知
新
（
飛
騨
の
生
活

文
化
な
ど
の
展
示
施
設
）

■
集
合
・
解
散
場
所
・
時
間

　

集
合
場
所　
　
　
　

集
合
時
間

　

岐
阜
県
庁　
　
　

午
前
８
時
00
分

　

JR
岐
阜
駅　
　
　

午
前
８
時
10
分

　

西
濃
総
合
庁
舎　

午
前
７
時
50
分

　

JR
大
垣
駅　
　
　

午
前
８
時
10
分

　

解
散
時
間
（
予
定
）

　

各
場
所
と
も　

午
後
６
時
30
分

■
対
象　

県
内
に
在
住
す
る
方
２
０
０
名　

　
　
　
　
（
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
費
用　

無
料
（
集
合
場
所
ま
で
の
交

通
費
、
昼
食
代
は
自
己
負
担
）

■
申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
、住
所
、氏
名
、

年
齢
、
性
別
・
電
話
番
号
、
集
合
場
所
を

明
記
し
、
県
庁
文
化
振
興
室
（
〒
５
０
０―

８
５
７
０　

岐
阜
市
薮
田
南
２―

１―

１
）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
申
込
み
期
間　

２
月
20
日
（
月
）
必
着

【
お
問
合
せ
先
】
県
庁
文
化
振
興
室　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
８―

２
７
２―

１
１
１
１　

内
線
２
４
５
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
８―

２
７
５―

４
８
７
０

　

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

◎
保
育
士

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
応
募
資
格　

保
育
士
資
格
の
あ
る
方
で
年

齢
60
歳
未
満
の
方

■
試　

験　

面
接
試
験
を
実
施

■
採　

用　

平
成
18
年
４
月
１
日

■
雇
用
期
間　

１
年
間

■
給　

与　
日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件
に
よ
る

■
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
、
第
１
・

第
３
・
第
５
土
曜
日
（
第
２
・
第
４
土
曜
日
、

日
曜
日
、
国
民
の
休
日
お
よ
び
年
末
年
始

を
除
く
）
８
時
30
分
〜
16
時
15
分

　

た
だ
し
、
超
過
勤
務
あ
り

■
応
募
方
法　

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に

記
入
し
て
、
保
育
士
証
の
写
し
を
添
え
２

月
10
日
ま
で
に
、
揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
18
年
２
月
25
日(

土
）、
大
野
町
の
東

海
職
業
能
力
開
発
大
学
校
で
職
業
能
力
開
発

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
第
10
回
ポ
リ
テ
ク
ビ

ジ
ョ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
㈱
樹
研
工
業

松
浦
元
男
社
長
に
よ
る
記
念
講
演
の
ほ
か
職

業
能
力
開
発
の
成
果
発
表
、
ロ
ボ
ッ
ト
競
技

会
、
小
中
高
生
向
け
の
も
の
づ
く
り
体
験
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

入
場
料
無
料
。
開
催
時
間
は
10
時
〜
17
時

【
お
問
合
せ
先
】　

東
海
職
業
能
力
開
発
大
学

校 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
８
５―

３
４―

２
４
０
０

　久瀬農業婦人クラブは、味噌だれを製造販売している経験を生かし、平成 12 年よりケチャップ作りに取りかかりま
した。このトマトケチャップはクラブ員が生産したトマトを 100％使用します。こだわりの素材、減農薬、無添加の安全・
安心の商品です。
　真夏の暑い時期に３時間以上つきっきりでトマトを煮詰めるのは大変ですが、「とてもおいしい」という声がいただけ
ることが励みでがんばっています。
　毎年７月中旬より「久瀬特産品販売所」「道の駅星のふる里ふじはし」で販売します。

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

緑
ヶ
丘
町
営
住
宅

・
住　

所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６
番
地

・
募
集
戸
数　

３
戸

(

２
号
棟
３
０
２
号
室
、

３
号
棟
２
０
３
号
室
、

５
号
棟
１
０
３
号
室)

・
建
設
年
度　

昭
和
62
年
度

・
構
造
等　

中
層
耐
火
構
造
３
階
建
て

・
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

１
台

・
家　

賃　

１
６
，
７
０
０
円
〜

・
そ
の
他　

浴
槽
・
風
呂
が
ま
は
入
居
者
持

込
に
な
り
ま
す

家
賃
の
他
に
共
益
費(

浄
化
槽
の
使
用
料
・

共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど)

が
必
要
で
す

　

水
道
：
上
水
道　

下
水
：
共
用
浄
化
槽

《
共
通
事
項
》

・
敷　
　

金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

・
入
居
条
件　

揖
斐
川
町
内
に
在
住
も
し
く

は
在
勤(

勤
務
予
定
で
も
可)

に
限
る
。

　

※
そ
の
他
所
得
要
件
あ
り　

■
募
集
期
間　

２
月
１
日
〜
２
月
15
日

■
入
居
予
定
日　

平
成
18
年
３
月
20
日

　

詳
し
く
は
、
揖
斐
川
町
役
場　

基
盤
整

備
部　

都
市
整
備
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
２―

２
１
１
１　

内
線
２
０
２
）
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。
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